
「W杯サッカーキャンプ地の招致をめざして」

～２００２年FIFAワールドカップ
キャンプ地招致委員会設立会議を開催～

２００２年６月にFIFA（国際サッカー連盟）が主催するワールドカップが、日本・韓国で
開催されます。奈良県では、大会出場国チームのトレーニング施設及び宿泊施設となる
公認キャンプ地に名乗りをあげていますが、その招致活動を本格的に推進する「奈良県
２００２年FIFAワールドカップキャンプ地招致委員会」を設立するための会議が、橿原ロ
イヤルホテルで５月２３日、柿本知事、安曽田橿原市長ほか関係者４０人が参加して開かれ、
同委員会が正式に設立されました。
会議では、柿本知事が「キャンプ地を奈良県に招致することは、スポーツの振興、感
動の享受、国際交流の３つの効果をもたらすことが期待できる。ぜひこの機会に、各国
代表に、歴史風土と自然環境に恵まれた県の魅力を発信するとともに、施設整備と歓迎
の心の両面をPRして招致活動を進めたい。」とあいさつ。同委員会の設置要綱や平成１２
年度の事業計画が審議されました。
招致事業としては、パンフレットの発行、ポスター・チラシの制作やインターネット
を活用しての積極的な広報活動が展開されるほか、８月４日には大和高田市文化会館で
「Jリーグの川淵三郎チェアマンの講演会」が開催されるなど、招致活動の気運を高める
ためのイベントが実施される予定です。
Jリーグでは平成１２年度現在、日本代表の楢崎選手や元日本代表の柳本選手など、１４名
もの奈良県出身選手が活躍しています。２００２年に向けて一層の期待が高まります。
奈良県キャンプ地招致委員会ホームページアドレス http：／／www.campnara.com
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新薬師寺迷企羅像を表紙に
奈良の魅力満載の招致
パンフレット
４カ国語分が製作される

出場３２チームに対し、８４カ所がキ
ャンプ地に名乗りを上げており、
厳しい招致活動が予想される

７



東大寺大仏殿・中門 ８月１５日には中門が開放され、中庭は万燈で埋めつくされる

「なら燈花会サポーター」募集中
燈花となるろうそく燈具を一人一灯とも

してもらう当日サポーターを募集していま
す。お友達やご家族でぜひご参加ください。
（お弁当を用意しています。）
申し込みは、平成１２年７月１２日#までに、
所定の方法により下記事務局へ
（問い合わせ）
「なら燈花会」事務局 奈良市経済部観光課 �０７４２・３４・１１１１（内線２９１２）

◆８月中旬には、奈良公園内で夏の夜の行事が集中します。

幻想的な奈良を体験する絶好の機会と言えそうです。

春日大社中元万燈籠 ８月１４日�・１５�
東大寺万燈供養会 ８月１５日�
大文字送り火 ８月１５�

文化遺産セミナー
「古代人は文化景観をどうつくったか」をテーマに、東洋の場合と西洋の場

合についての講演とパネルディスカッションを行います。講演者には近藤公夫

氏（奈良女子大学名誉教授）、青柳正規氏（東京大学附属文化交流研究施設教

授）を、パネリストには講演者のほか永井路子氏（作家）を迎え、金関恕氏（文

化遺産保護協力事務所長）の司会により大いに語り合っていただきます。

�定員＝５００人（抽選）、無料
�日時＝７月２０日（木・祝）、１３：００～１６：００ �場所＝県新公会堂
申込は７月１０日（消印有効）までに往復ハガキ、FAX、E-mailによりセミナー

名・住所・氏名・電話番号を書いて下記へ

（問い合わせ）ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協力事務所

〒６３０‐８１１３ 奈良市法蓮町７５７ 県法蓮庁舎内

�０７４２・２０・５００１，FAX０７４２・２０・５７０１，E-mail：nara@accu.or.jp

古都奈良の夜を彩る 夏の五大行事
「あかり」が演出する幻想的な奈良を楽しめる夏の五大行事を紹介

します。いつもとちがう古都の夜、美しい光の舞台、ロマンティック

で幻想的な不思議空間に浸ってみてはいかかでしょう。

ライトアッププロムナード・なら２０００
７月１日	～１０月３１日� １９：００～２２：００（９月以降は１８：００～）
東大寺、興福寺、春日大社や平城宮朱雀門など、奈良公園一帯を中

心に、奈良を代表する歴史的建造物などをライトアップします。

（問い合わせ）

奈良県文化観光課 奈良公園係 �０７４２・２２・１１０１（内線２５８９）

とう か え

なら燈花会
８月６日�～８月１５日� １９：００～２１：３０頃
奈良の新しいイベントを創出しようと、官民一体で昨夏からスター

トした「なら燈花会」が今年も開催されます。水面に映るろうそくの

灯りと五重塔が美しい猿沢池、池全体が灯りの舞台となる浮見堂と鷺

池、林の中を竹灯りが並ぶ浅茅ケ原、約４０００のろうそくの灯りで埋め

尽くされる浮雲園地など、幽玄の灯りで彩られた４つのエリアをめぐ

る広大な規模のあかりの祭典です。

雁鴨池復原庭園（８世紀） 韓国慶州市

燈花するサポーター

「一客一燈」４千の火がともる 浮雲園地エリア

８


